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２学期が始まり慌ただしく運動会の練習が始まったと思っていたのですが、天候にも恵まれいろ

んな学校で運動会が行なわれましたね。ほんの少しの学校にしか足が運べなかったのですが、つぼ

みでは見せない表情をした子ども達と出会えたこと、そして仲間と共に頑張っている姿を見る事が

できとても感激しました。学校によって運動会の参加の仕方がそれぞれ違っていた事、学校の雰囲

気・周りの子どもの受入れ方等など、指導者として、また社会との繋がり・繋げ方を見る事ができ

私たちもとても勉強になりました。保護者の皆様には突然の訪問にも関わらず温かく迎えて下さり、

また、声をかけて頂きありがとうございました。 
 
 
 

今月のすがた 

運動会の練習が各学校で始まり、ややお疲れモードで来所してくる子が多かった９月。子どもの

様子を見ながらゆっくりと療育に取り組んできました。子ども達は・・・と言うと、途中で集中力

が途切れてしまい、椅子に座る事ができず・・・あまりの疲れで熟睡してしまう子・疲れがピーク

でテンションが上がりっぱなしの子と見ていても頑張っている姿が痛々しく思える場面がありま

した。一年の中での最大のイベント 運動会を通してまた一段とたくましく、そして大きく成長し

ていくための頑張り坂を上っているんだと思いつつ、その中で精一杯頑張っている子ども達にエー

ルを送り、一緒に頑張り坂を上るスタッフの姿が印象的な取り組みとなりました。 
運動会が終わると各地でインフルエンザが流行・・・学校閉鎖・学級閉鎖と続き慌ただしく過ぎ

ていきましたね。ようやく落ち着いて療育に向かったのは『つぼみ茶屋』今回はお彼岸に合わせて

おはぎを作って販売しました。五平餅とは違って作業工程が多いおはぎ作りでは、『一人一役 み

んなで作り上げる』ことを意識し徹底して取り組みました。まだまだスムーズに・・・という訳に

は行きませんが、自分の担当作業に真剣に取り組めるようになった子が増えました。 
 
 
 
 
 
きな粉付けでビニール手袋をして、優しい手つきで転がしてくれた敦君・祐希君・真帆さん。出来

上がったおはぎをお皿に乗せてくれた輝旭君・そのお皿を慎重に運んでくれた生真君・会計と注文

を担当した裕太君 セールストークにも気合が入ります。 



                                     
最前列ではパック詰め班３人組。きな粉①を担当由貴君 きな粉②を担当夕貴さん あんこ①を 
担当大井君 三人の力が合わさりパック詰めが完了。仕上げはきな粉かけを担当した大治郎君 
スプーンに一杯のきな粉を上手にのばしながら振りかけてくれました。輪ゴムつけを担当したの 
は岩佐君と三輪君 ちょっと緊張しながらも『ありがとうございました』が言えました。みんな 
が頑張ってくれたつぼみ茶屋は大盛況でした。販売に協力して頂きありがとうございます。今月 
は夏休み後・運動会と重なり、療育に向かわせる姿勢を改めて作り出す時間となってしまいまし 
たが、これも必要な時間。来月には成長を遂げている姿を見られる、見せてくれると期待が膨ら 
ませています。 

カフェデビュー 

おやつ当番を利用してカフェの練習を行なっています。随分前にもお伝えしましたが、おやつの 
様子に変化があり、当番にあたっている子には意欲と責任感が芽生え、技術的な部分も育ち始めて

います。あとはどのタイミングでカフェデビューを果たそうかと頭を悩ませつつ・・・メンタルな

部分ではまだ心配なところもありつつ・・・という状況です。ですから、保護者の前に立ち平常心

を保てるかどうかはやはり経験、失敗を恐れず前に出していきたいと思います。温かく見守ってい

ただけると嬉しいです。どうぞ宜しくお願いします。 
 

お願い 

朝夕とめっきり寒くなり、体調を崩しやすい時期となりました。つぼみでは予防策として来所 
時の検温と手洗い・消毒を徹底していますが、各家庭においても外出時の手洗い・うがいの協力を 
お願いしたいと思います。また、今後 季節性のインフルエンザ・新型インフルエンザの心配も出

てくると思いますが、体調の優れない時や心配な時はご相談下さい。 
 

Ｋのひとこと 

最近つぼみの動向に急変があり、バタバタバタと時が過ぎます。２４時間がこんなに短いのか？っ

て感じるのだから充実しているのかもしれない。今は幸せと日々を噛み締めながら、毎日を送って

いますが、Ｋが怖いのは、入院。今年は、２回も手術・入院している。しかも、ある日突然。最近

は、メタボを含め、健康管理にも十分気をつけるようにしています。（笑） 
 今回、Ｋのひとことに登場するのは、村瀬先生。見た目には見えないＢ型。珍しくＫの面接で採

用したのではなく、あのＤが面接し、採用した大型新人なんて言ってたのは、４月の話。村瀬先生

ありきで頭角を見せたのは、リトミック。Ｄが徹底して、村瀬先生をリトミックリーダーに育てた。 
 苦労と失敗の連続が、彼女のやる気を向上させた。最近では、水曜日になると古田統括が絶賛す

る内容になっている。 
 そんな村瀬先生は焼肉が大好き。確か、歓迎会の日。Ｋを酔わせて、高い肉をＫの目の前で、Ｋ

に内緒で食べた。そうあの頃は、つぼみの序列制度をご存じなかったので仕方ない。こんな事もあ

った。Ｋ ＶＳ Ｄのスペシャルバトルの日、他の職員は出社と同時に事務所から離れ、現場に直

行したにも関わらず、村瀬先生は、スペシャルバトルの二人の間を横切り、タイムカードを押した。

そうあの頃はまだ、つぼみ行事を知らなかったので仕方ない。 
 しかし、つぼみの子ども達をわが子と思ってくれる村瀬先生には、日々感謝です。 

 


